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『「あっ，トトロの森だ！』という資料を通して， 

「自然との関わり方」について考えました！ 

自然には，僕たちはしたくなくても「社会のルールだから」と言って守

っているだけだけど，自然を心から大切に思っている人なら，また違う自

然に対しての考え方をすると分かった。 

老人や少年は，自分から進んでしていることだけど，私たちが出した自

然を大切にする考え方は，無理矢理で強制的になっていると思った。 

自然を大切にする森との関わり方は，何かを禁止して森との関係を少な

くしてしまうけど，自分たちで何か行動して，自然にとって良いことをす

る関わり方もあるということが分かった。 

「自然を大切にする」とは，自然に対する想いが強い人は，自然に優し

く接しているけど，自然に対する想いが弱い人は，禁止などのことを考え

ているんだと思った。 

今日の時間で，「自然に優しくする」ということが分かりました。でも，

優しくするとしても，自然から自分たちが離れていったら，何となく嫌な

気分がするから，自然と人間が上手く共生していくことが大切だなと思い

ました。 
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「自然を大切にしよう」と思って行動していても，自然に対してプラス

になることか，マイナスになることか，しっかり考えて，何でも禁止にし

て自然との関わりを薄くしていこうとするのは良くないと思った。 

この時間を通して，老人や少年は，何かを禁止にするのではなく，「一緒

に生きる」，つまり，「助け合いを森としながら生活していこう」という気

持ちの面で違うと分かった。 

自分は，「自然を大切にする」ということは，「～しない」「～禁止」とい

うことしか考えたことがなかったから，自然にとってプラスにつながるこ

とがあることを知った。プラスになることはどんなものがあるか，考えて

いこうと思った。 
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